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審 議 経 過

１．開会 

司会（危機管理監）：

定刻となったため、始めさせていただきます。本日は年度末の大変お忙しい中、令和３年度豊島区防

災会議にご出席をいただき、誠にありがとうございます。

本日、進行を務めさせていただきます、危機管理監をしております岡谷晃治でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。コロナウイルス感染症の蔓延期においての実施となりますので、なるべく簡

潔に進行させていただきますので、議事進行にご理解ご協力を賜りますよう皆様よろしくお願いいたし

ます。それでは、開会にあたり、豊島区防災会議 会長の高野区長よりご挨拶を申し上げます。

会長（区長）：

本日はご多用の中、豊島区防災会議にご出席いただき、誠にありがとうございます。防災対策は、一

度に完成を目指すことが難しく、長い時間が必要です。少しずつでも対策を前に進めることが大切です。

ここにお集まりの皆様には、日ごろから安全・安心なまちづくりのために、一方ならぬご尽力をいた

だいている方々であり、この場を借りて、厚く御礼申し上げます。

近年の日本を含め世界の様々な地域で様々な災害が多発しています。本年１月１５日には南太平洋の

島国トンガ沖で海底火山が大規模な噴火を起こし、我が国でも津波警報が発令されたことは記憶に新し

いところです。

一方、国内では、コロナ禍において「緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」が発令される中、

梅雨前線による豪雨で令和３年７月３日、静岡県熱海市の逢初川で土石流が発生し、下流に甚大な被害

をもたらしました。また、１０月７日には千葉県北西部地震、さらに令和４年１月２２日宮崎県及び大

分県の沖合にある日向灘で地震が発生しました。

このように、新型コロナウイルス感染症のような未知の感染症がまん延している中、地震や風水害が

起こるといった複合災害は、豊島区だけでなく世界中どこでもいつ起こってもおかしくない状況です。

特に、今後、３０年間で７０％の確率と言われ、その発生が懸念されている「首都直下地震」に対し

ては、区と関係機関、消防団と地域住民が緊密な連携し、防災・減災活動をしていかなくてはなりませ

ん。

「災害時要援護者対策」につきましても、その方向性をお示しします。きめ細かな配慮の必要性も盛

り込みながら、「誰ひとり取り残さない」区の防災・震災対策をさらにもう一歩、大きく前へ進めてい

くためには、これまで以上に、皆様方委員のおひとりお一人それぞれの視点で、さまざまな意見を出し

ていただきたいです。

本区はＳＤＧｓ未来都市として、ＳＤＧs の「誰一人取り残さない」という基本理念のもと、あらゆ

る主体が一体となって安全・安心なまちづくりを進めていかなければならないと考えております。

災害が大きくなればなるほど、住民自身による「自助」、地域による「共助」、関係機関による「公

助」の連携が大切となります。その連携の「鍵」を握り、「要（かなめ）」となるのが「地域の絆」で

あると思っております。
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ここにお集まりの皆さんを始め、各方面の皆さまのご理解を得ながら、防災・治安対策を前進させて

いただきたいと考えております。今後とも、皆さまの益々のご協力を賜りたく、お願い申し上げます。

司会（危機管理監）：

高野区長、ありがとうございました。

それでは、議事に入る前に、資料の確認と新委員の紹介について、事務局より説明をお願いします。

事務局（防災危機管理課長）：

豊島区防災危機管理課長の有村でございます。

本日の資料ですが、机上に配付させていただきました。ご一緒に、確認をお願いいたします。

 （配付資料確認）

  ○次第

  ○資料１ 令和３年度 豊島区防災会議 委員名簿

  ○資料２ 災害時における避難行動要援護者対策について

  〇資料３ 令和３年度各種訓練実施結果について

  〇参 考  令和３年度 防災危機管理課における訓練実績一覧

  〇資料４ 連絡事項

  〇別 添 避難所の混雑状況確認サイトの案内チラシ

  〇東京電力パワーグリッド株式会社大塚支社資料「需要と供給のバランスについて」

また、席上に「意見シート」を配付してございます。

新たに防災会議の委員となられた方につきましては、資料１の防災会議委員名簿にて黄色の網掛けを

させていただいております。

また、任期満了等による委員の方々につきましては、委嘱状を、大変不躾ではございますが、机上に

交付させていただいておりますので、ご確認をお願いいたします。

司会（危機管理監）： 

それでは、議事に入ります。

本日の議事は、「災害時避難行動要援護者対策について、令和３年度各種防災訓練の実施結果につい

て」でございます。先日３月１６日にあった地震では、区内でも停電が発生しました。本日は東京電力

パワーグリッド株式会社大塚支店長様がいらっしゃっていますので、どんなことで停電するのか最後に

お話しいただきます。

それでは、災害時避難行動要援護者対策について、福祉総務課長から説明させていただきます。
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２．議事 

「災害時避難行動要援護者対策について」 

福祉総務課長： 

資料２をご覧ください。災害時避難行動要援護者対策について、まとめさせていただいております。

災害時には、色々な方が避難します。特に高齢者や障害をお持ちの方に対しては、災害時要援護者名簿

を作成しています。この名簿は、区の防災対策基本条例の中で規定しており、災害時において特に援護

を要する方を掲載しております。

ア 介護保険要介護３、４、５

イ 愛の手帳１～４度

ウ 身体障害者手帳所持者１級～４級

に該当する方々で、区内に６，１７８名いらっしゃいます。

次に、国の災害対策基本法の中で規定されている避難行動要支援者についてです。先ほどご説明した

災害時要援護者のうち、自ら避難することが困難な方が対象です。

ア 介護保険要介護３、４、５

イ 愛の手帳１～３度

ウ 身体障害者手帳所持者

  ・１、２級かつ下肢機能障害４級以上の方

  ・体幹機能障害・移動機能障害３級以上の方

  ・１、２級視覚障害者の方

  ・２、３級聴覚障害者の方

エ 人工呼吸器を利用している方で、別途区に名簿登載の申し込みをした方

オ 精神障害者保健福祉手帳１、２級で、別途区に名簿登載の申し込みをした方

に該当する方々で、区内に３，５２２名を掲載させていただいております。

この名簿を避難支援関係者（町会、民生委員、警察、消防、社会福祉協議会）を提供させていただい

ており、昨年５月に配付しております。配付している名簿には、町会名、氏名、性別、住所、年齢、救

援センター名、避難行動要支援者の対象であるかをまとめています。

個別避難計画については、災害対策基本法が昨年５月に改正されたことにより、新たに追加されたも

のです。避難行動要援護者に対して避難支援を実施するための個別計画を作成することが自治体の努力

義務とされております。今現在、検討しているところですが、避難行動要援護者３，５２２名のうち、

優先度の高い方（浸水等が起こる可能性がある地域にお住まいの方、心身の状況で避難が困難な方、ま

た一人暮らしの方）については、豊島区が概ね５年程度をかけて個別避難計画を作成していきます。

それ以外の方々については、本人や地域の方が作成を進めていくことができないかと検討を進めてい

るところです。作成した計画を避難支援関係者（町会、民生委員、警察、消防、社会福祉協議会）へ情
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報提供させていただければと考えております。

別紙として、国が作成した個別避難計画の様式例も参考添付しております。

次に、次年度以降の取組についてもご説明いたします。

名簿を活用した見守りや安否確認については、地域包括支援センター、介護事業所、障害福祉サービ

ス事業所と連携・協力体制を構築していくことを考えております。これにより、日頃から色々とご協力

いただいている町会の負担軽減の検討を進めて参ります。

個別避難計画のモデル作成を実施いたしまして、地域関係機関と訓練を実施していくことを考えてお

ります。

今年度は区内部での検討を進めておりましたが、次年度以降については、地域に対して、積極的に広

報周知を行いながら、関係者の皆さまと緊密な情報伝達、情報共有に努めていきたいと考えております。

今後とも、災害時要援護者対策への皆さま方のご協力のほど、よろしくお願いいたします

司会（危機管理監）：

 ありがとうございました。ただいまの福祉総務課長のご説明内容につきまして、委員の皆様ご質問

はございますか。ございましたら、挙手にて事務局にお知らせください。

委員Ａ：

２点質問です。１点目が災害時要援護者名簿への登載を拒否した方については、どのような対応する

のか？

２点目が避難行動要支援者を「優先度の高い方」と「その他」とで分けているが、そもそも避難行動

要支援者は障害等が重い方であるので、それを分けるという意味がよく分からない。「その他」という

のはどのような方が該当するのか、地域が個別避難計画を作成すると記載されているので詳細を聞きた

い。

福祉総務課長： 

１点目については、災害時要援護者名簿への登載を拒否した方への対応については、現在検討中です。

もちろん、ご本人から登載の了承があれば記載することは可能です。

２点目については、分け方というのは難しいものであり、優先度の高い方がほとんどでありますので、

名簿記載者３，５２２名をどのように分けるのかを検討しているところです。

来年度以降、皆様に分かる形でお示しをしていきたいと考えております。

委員Ａ：

ありがとうございました。登載を拒否した方を放っておくことはできないと思います。かなり重い障

害をお持ちの方もいると思いますので。質問した２点については、同時並行で検討を進めていかなけれ

ばならないと思いますので、よろしくお願いします。
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司会（危機管理監）：

ありがとうございました。他にご質問ございましたら、挙手にて事務局にお知らせください。

委員Ｂ：

 次年度以降の取組の広報周知について、具体的にどのような方法を取るのでしょうか。私は耳が聞こ

えないので、区報やチラシ等具体的な方法を説明していただきたいです。

福祉総務課長： 

ご質問ありがとうございます。様々な障害をお持ちの方がいらっしゃいますので、区報やチラシ等

当事者の方がそれぞれ分かりやすい形で準備していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

司会（危機管理監）：

 ありがとうございました。他にご質問ございましたら、挙手にて事務局にお知らせください。

委員Ｃ：

次年度以降の取組ということで、町会等の負担軽減の検討を進めると話がありました。是非、検討を

進めていいただきたいです。町会が、避難行動要支援者をサポートして、発災時には助け出してという

ことが実際にやれるのだろうかと懸念しています。町会の方々は高齢化が進んでいる関係もあって、か

なり厳しいのではと思っていますので、この観点からも是非、検討を進めていただきたいです。

町会員数は減少しています。若い独身者が豊島区では多くいらっしゃるので、そのようか方たちに町

会を手助けしれくれたら、多少住居費を援助する等のメリットを付けて、地域に参加するよう促しても

らいたい。もう一つ、地域の関わりということで、避難行動要支援者をサポートする若い方に町会に入

っていただいて、町会員としての意識をもってもらうということを検討の中に加えていただきたい。

事務局（防災危機管理課長）：

若い方による災害時要援護者への支援については、区民部等とも協力しながら、検討を進めていきた

いと思います。

司会（危機管理監）：

ありがとうございます。続きまして、令和３年度各種防災訓練の実施結果について、防災危機管理課

長は説明をお願いします。

「令和３年度 各種訓練実施結果について」 

事務局（防災危機管理課長）：

資料３「令和３年度 各種訓練実施結果について」をご覧ください。

まず初めに、令和３年度を振り返りますと、緊急事態宣言が４月２５日から６月３０日まで、７月１
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２日から９月３０日までの２回、まん延防止等重点措置が４月５日から９月３０日まで、１月２１日か

ら３月２１日までの２回発令されていたことから、合同防災訓練等の区民の皆さまと一緒に訓練を実施

することがなかなかできませんでした。そのため、区職員の防災能力の向上を目的とする訓練を重点的

に実施しました。

（１）実動訓練をご覧ください。年６６回、１週間に１回のペースで行いました。主なものをご紹介

いたします。救援センターを開設・運営を訓練する合同防災訓練は、年１８回実施する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、５回しか実施できませんでした。

次に実地訓練をご覧ください。これは、救援センターの配備職員である区職員向けの救援センター開

設・運営訓練です。実地訓練を受けた救援センター配備職員が合同防災訓練において、地域の皆さまに

救援センターの開設・運営についてご説明しました。これは全ての救援センターで実施しました。

続いて、帰宅困難者対策訓練をご覧ください。これは、駅周辺の事業者・鉄道事業者・警察・消防と

連携することによって、発災時の駅周辺の帰宅困難者に対応するための訓練です。

次にシステム通信訓練をご覧ください。これは総合防災システムや IP 無線の活用能力を高めるため

の訓練です。これは年３回実施しました。

次に災害対策要員参集訓練をご覧ください。これは災害対策要員が参集メールを受信することによっ

て、各自宅から救援センターへ駆けつける訓練です。令和３年度は初めて夜間、夜８時に実施しました。

ただいまご紹介した訓練以外は都と合同で実施する訓練等になります。

次に１０月７日千葉県北西部地震をご覧ください。これは訓練ではなく本番です。本資料を作成した

のが、３月中旬でしたので、１６日の福島県沖を震源地とする地震への対応については記載しておりま

せんが、地震の本番は２回ありました。豊島区はそれぞれ震度４、震度３でございましたので、両地震

とも岡谷危機管理監をはじめとする防災危機管理課職員及び災害対策要員で情報収集等の初動対応に

あたりました。日頃の訓練の成果もあり、スムーズに動くことができました。

また、防災危機管理課では実動訓練のほかにも、防災思想の普及啓発として、コロナ禍ではありまし

たが、女性の防災リーダーの育成、子どもや区民に向けた防災授業、防災講座を実施しております。令

和３年度は合計１３回実施しております。

実動訓練、防災思想の普及啓発の開催時期・場所を詳細に記載した資料としてＡ３版の資料も配布し

ております。のちほどご覧ください。

「本番では訓練以上のことはできない。」これは常に、岡谷危機管理監から防災危機管理課職員が言

われている言葉です。私たち防災危機管理課は、次年度以降につきましても、新型コロナウイルス感染

症対策を行ったうえで、くりかえし繰り返し訓練を実施し、豊島区の安全安心なまちづくりを目指して

いきたいと考えております。私からのご報告は以上です。

司会（危機管理監）：

どうもありがとうございました。コロナ禍でありますので、区民の皆さまとの訓練はどうしても制限

されてしまいます。そのような中でもできる訓練をやっていこうということで、ご報告させていただき

ました。ただいまのご説明の中で、ご質問ございましたら、挙手にて事務局にお知らせください。

～質問無し～
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司会（危機管理監）：

議事については以上でございます。ご報告事項についてご承認いただけるようでしたら、拍手でご承

認をいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

～拍手～

司会（危機管理監）：

ありがとうございます。今回いただいたご意見・ご提案は、今後の区の防災施策に活かしてまいりた

いと思います。よろしくお願いいたします。

次に、３月１６日に発生した地震で、区内一部に停電が発生しました。その後も停電する可能性があ

るということで節電の協力依頼がありました。本件について、東京電力パワーグリッド株式会社大塚支

社よりご説明いただきたいと思います。

３ その他 

東京電力パワーグリッド株式会社大塚支社： 

３月１６日発生の地震での停電について説明。資料「需要と供給のバランスについて」

～会議室の使用時間の関係で、資料４ 事務連絡については省略～

司会（危機管理監）：

ありがとうございました。最後に総括として高野区長からご挨拶をお願いいたします。

会長（区長）：

本日は短い時間ではありましたが、委員の皆さまからの貴重なご意見を伺うことができました。

ＳＤＧsの「誰一人取り残さない」という基本理念をもとに、事業所及び区民の皆さまとともに、安全・

安心なまちづくりを進めていきたいと考えています。本日はありがとうございました。

司会（危機管理監）：

本日ご審議いただいた本区の防災施策につきまして、ご意見・ご提案などございましたら、お配りし

ている「意見シート」にご記入いただき、４月１５日・金曜日までに、ファックス、もしくはメールに

て事務局へご提出いただければと思います。

また、あと数日で令和４年度を迎えることとなりますが、現在のところ、５月頃に東京都が平成２４
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年以来１０年ぶりに地震災害による被害想定の変更を発表する予定です。この発表を受けまして、本区

といたしましても令和４年度の防災会議にお諮りすべく豊島区地域防災計画の修正に着手してまいり

ます。

皆様、本日は年度末の大変お忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございました。以上をも

ちまして、令和３年度豊島区防災会議を終了いたします。

会 議 の 結 果

議事 

「災害時における避難行動要援護者対策について」 

「令和３年度 各種訓練実施結果について」了承 


